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■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式／インデックス型 
信 託 期 間 無期限 

主 要 
投 資 対 象 

「しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファン
ド」（以下「マザーファンド」といいます。）の受益
証券を主要投資対象とします。 

運 用 方 針 

① 主としてマザーファンドの受益証券への投資を
通じて、米国の金融商品取引所に上場している投
資信託証券（以下「上場投資信託証券」といいま
す。）に投資し、S&P500指数（配当込み、円換算ベー
ス）に連動する投資成果を目指します。 

② マザーファンドの受益証券の組入比率は、原則と
して高位を保ちます。 

③ 運用対象とする有価証券の価格変動リスクを回
避するため、有価証券先物取引、有価証券指数等
先物取引および有価証券オプション取引を行う
ことができます。 

④ 実質組入外貨建資産については、原則として為替
ヘッジを行いません。 

⑤ 市況動向あるいは資金動向等によっては、上記の
ような運用ができない場合があります。 

主 な 
投 資 制 限 

① 株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
② 外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けま

せん。 

収 益 
分 配 方 針 

年１回の決算日に、原則として以下の方針に基づき
分配を行います。 
① 分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた配当

等収益と売買益（評価益も含みます。）等の全額と
します。 

② 分配金額は、委託者が基準価額水準等を勘案して
決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合
は、分配を行わないことがあります。 

 

 

運用報告書(全体版) 

 

しんきんＳ＆Ｐ５００ 

インデックスファンド 

決算日 

（第３期：2023年12月20日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「しんきん

Ｓ＆Ｐ５００インデックスファンド」は2023

年12月20日に第３期の決算を行いました。 

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。ファミリーファンド方式とは、受益

者からの資金をまとめてベビーファンドとし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に

投資して、実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

S & P 5 0 0 指 数 
(配当込み、円換算ベース)※ 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ベンチマーク） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ポイント ％ ％ 百万円 

2021年４月12日 10,000 － － 10,000 － － 156 

１期(2021年12月20日) 11,606 50 16.6 11,697 17.0 100.5 5,834 

２期(2022年12月20日) 11,469 0 △ 1.2 11,632 △ 0.6 99.0 19,566 

３期(2023年12月20日) 15,370 120 35.1 15,813 35.9 99.8 37,750 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、投資信託証券（上場投資信託）の組入比率は実質比率を記載しています。 

（注３） 当初設定時の基準価額は当初元本（１万口当たり10,000円）として記載しています。（以下同じ。） 

（注４） S&P500指数（配当込み、円換算ベース）は2021年４月12日の値を10,000としてしんきんアセットマネジメント投信が算出したもので

す。（以下同じ。） 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

S & P 5 0 0 指 数 
(配当込み、円換算ベース)※ 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ 

2022年12月20日 11,469 － 11,632 － 99.0 

12月末 11,410 △ 0.5 11,573 △ 0.5 100.1 

2023年１月末 11,722 2.2 11,889 2.2 100.0 

２月末 12,154 6.0 12,334 6.0 100.1 

３月末 12,118 5.7 12,309 5.8 100.1 

４月末 12,434 8.4 12,633 8.6 100.6 

５月末 13,194 15.0 13,412 15.3 99.7 

６月末 14,312 24.8 14,565 25.2 99.8 

７月末 14,507 26.5 14,774 27.0 100.1 

８月末 14,851 29.5 15,121 30.0 100.0 

９月末 14,475 26.2 14,752 26.8 99.9 

10月末 14,029 22.3 14,303 23.0 100.1 

11月末 15,093 31.6 15,392 32.3 100.6 

(期  末)      

2023年12月20日 15,490 35.1 15,813 35.9 99.8 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、投資信託証券（上場投資信託）の組入比率は実質比率を記載しています。 
 
※Ｓ＆P５００指数ⓇはS&P Dow Jones Indices LLCまたはその関連会社（「SPDJI」）の商品であり、これを利用するライセンスがしんきんア

セットマネジメント投信株式会社に付与されています。Standard & Poor’sⓇおよびS&PⓇは、Standard & Poor’s Financial Services LLC

（「S&P」）の登録商標で、Dow JonesⓇは、Dow Jones Trademark Holdings LLC（「Dow Jones」）の登録商標です。 しんきんＳ＆P５００イン

デックスファンドは、SPDJI、Dow Jones、S&P、それらの各関連会社によってスポンサー、保証、販売、または販売促進されているもので

はなく、これらのいずれの関係者も、かかる商品への投資の妥当性に関するいかなる表明も行わず、Ｓ＆P５００指数Ⓡのいかなる過誤、

遺漏、または中断に対しても一切責任を負いません。   
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○第３期の運用経過等（2022年12月21日～2023年12月20日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注２） 分配金再投資基準価額およびS&P500指数（配当込み、円換算ベース）は、期首（2022年12月20日）の値が基準価額と同一となるよう

に指数化しています。 
（注３） ベンチマークは、S&P500指数（配当込み、円換算ベース）です。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、親投資信託である「しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド」の受益証券への投

資を通じて、S&P500指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行っています。 

当期は、主にS&P500指数が上昇したことや米ドル高円安の動きになったことを受けて、基準価額は上昇しま

した。当期の基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 
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＜上昇要因＞ 

・米ドル高円安が進んだこと。 

・米国政府の債務上限問題が与野党の合意により解決に至ったこと。 

・米国企業の決算が市場予想を上回ったこと。 

・米国経済の軟着陸（ソフトランディング）期待が高まったこと。 

 

＜下落要因＞ 

・米国の中堅銀行が経営破綻したこと。 

・イスラエルとハマスの紛争が勃発し、中東情勢が悪化したこと。 

 

＜投資環境＞ 
（米国株式市況） 

当期の米国株式市場は、全体として上昇しました。 

期首から2023年１月までは、欧米や中国で市場予想を上回る経済指標が相次いだことで世界経済に対する

過度な悲観が和らぎ、上昇しました。２月から３月中旬までは、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の金融引締

め局面は長引くとの思わくや、３月に米国の中堅銀行が経営破綻したこと、欧米金融機関の経営難をめぐる思

わくが交錯したことなどから、下落基調となりました。その後は米金融当局が預金保護や資金供給などの金融

支援策を明言する中、上昇に転じ、７月までは、米国政府の債務上限問題が与野党の合意により解決に至った

ことや、米国企業の決算が市場予想を上回ったことなどから、上昇基調で推移しました。８月から10月にかけ

ては、中国経済の減速懸念や、米中対立の激化懸念が高まったこと、イスラエルとハマスの紛争が勃発し、中

東情勢が悪化したこと、米国金利が上昇したことなどを背景に、下落基調の動きとなりました。11月以降は、

米国議会でつなぎ予算が可決されたことや、ＦＲＢの利上げ終了観測が高まり、米国経済のソフトランディン

グ期待が高まったことなどから、上昇基調の動きとなりました。 

 

（為替市況） 

当期の米ドル円為替相場については、米ドルが上昇しました。 

期首から2023年３月までは、一進一退の動きとなりました。４月から６月までは、日米金融政策の方向性の

違いなどを背景に、上昇しました。７月から10月にかけては、７月に米国金利が一旦低下したことや、日銀金

融政策決定会合で予想外に長短金利操作の運用柔軟化が実施されたことなどから、乱高下する局面もありま

したが、米国金利が上昇する中、上昇基調で推移しました。11月以降は、米国の金融引締めサイクルの終了観

測が高まり、下落基調となり、米ドル安円高の動きとなりました。 

 

＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
親投資信託である「しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド」の受益証券への投資を通じ、S&P500

指数（配当込み、円換算ベース）に連動する投資成果を目指して運用を行いました。 

 

●しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド 

S&P500指数（配当込み、円換算ベース）に連動する投資成果を目指し、上場投資信託である「iシェアーズ・

コアS&P 500 ETF」を主要投資対象として運用を行いました。 

上場投資信託の組入比率は、高位の水準を保つように努めました。 
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＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当期の基準価額の騰落率（分配金込み）は＋35.1％となり、同期間のベンチマークの騰落率である＋35.9％

を0.8％下回りました。 

ベンチマークとの差異における主な要因としては、信託報酬、マザーファンドにおける投資先ＥＴＦの分配

金に対する課税やコスト等が挙げられます。 

 

＜分配金＞ 
当期の収益分配金については、経費控除後の配当等収益や期末の基準価額水準等を勘案して、１万口当たり

120円（税込み）としました。 

なお、収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行い

ます。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第３期 

2022年12月21日～ 
2023年12月20日 

当期分配金 120  

(対基準価額比率) 0.775％ 

 当期の収益 120  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 5,369   
（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き、親投資信託である「しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド」の受益証券への投資を

通じ、S&P500指数（配当込み、円換算ベース）に連動する投資成果を目標として運用を行います。 

 

●しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド 

主として上場投資信託である「iシェアーズ・コアS&P 500 ETF」へ投資することで、実質的に米国の株式に

投資を行い、S&P500指数（配当込み、円換算ベース）に連動することを目指します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年12月21日～2023年12月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 61  0.456  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (21)  (0.160)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (37)  (0.275)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.007   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 1)  (0.007)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.016   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 2)  (0.014)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 64   0.479    

期中の平均基準価額は、13,358円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.51％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年12月21日～2023年12月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド 9,787,106 13,283,040 2,539,246 3,561,363 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年12月21日～2023年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年12月21日～2023年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年12月21日～2023年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2023年12月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド 16,711,311 23,959,171 37,726,111 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年12月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド 37,726,111 98.6 

コール・ローン等、その他 530,322 1.4 

投資信託財産総額 38,256,433 100.0 
 
（注１） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注２） しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（37,917,526千円）の投資信託財産総額

（38,047,069千円）に対する比率は99.7％です。 

（注３） 外貨建資産は、期末の時価を我が国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。2023年12月20日現在、１ドル＝144.03

円です。 

 

  

親投資信託残高 



品 名：90059_140883_003_02_しんきんS&P500インデックスファンド_994528.docx 

日 時：2024/1/30 17:25:00 

ページ：9 

－ 9 － 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年12月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 38,256,433,894   

 コール・ローン等 336,322,625   

 しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド(評価額) 37,726,111,269   

 未収入金 194,000,000   

(B) 負債 505,998,094   

 未払収益分配金 294,742,801   

 未払解約金 136,506,296   

 未払信託報酬 74,501,888   

 未払利息 33   

 その他未払費用 247,076   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 37,750,435,800   

 元本 24,561,900,098   

 次期繰越損益金 13,188,535,702   

(D) 受益権総口数 24,561,900,098口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,370円 
 

（注１） 当ファンドの期首元本額は17,060,803,590円、期中追加設定
元本額は 17,352,894,750 円 、期中 一部解約元本 額は
9,851,798,242円です。 

（注２） １口当たり純資産額は1.5370円です。 

○損益の状況 (2022年12月21日～2023年12月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        43,934   

 支払利息 △        43,934   

(B) 有価証券売買損益 6,717,891,670   

 売買益 8,559,752,956   

 売買損 △ 1,841,861,286   

(C) 信託報酬等 △   129,216,885   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 6,588,630,851   

(E) 前期繰越損益金 △   339,878,270   

(F) 追加信託差損益金 7,234,525,922   

 (配当等相当額) (   1,326,334,321)  

 (売買損益相当額) (   5,908,191,601)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 13,483,278,503   

(H) 収益分配金 △   294,742,801   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 13,188,535,702   

 追加信託差損益金 7,234,525,922   

 (配当等相当額) (   1,352,561,759)  

 (売買損益相当額) (   5,881,964,163)  

 分配準備積立金 5,954,009,780   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（295,048,448
円）、費用控除後の有価証券等損益額（5,737,537,850円）、信
託約款に規定する収益調整金（7,234,525,922円）および分配
準 備 積 立 金 （ 216,166,283 円 ） よ り 分 配 対 象 収 益 は
13,483,278,503円（10,000口当たり5,489円）であり、うち
294,742,801円（10,000口当たり120円）を分配金額としてい
ます。 

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 120円 
 
◇分配金を再投資される場合のお手取分配金は、自動けいぞく投資約款の規定に基づき、決算日の翌営業日に

再投資いたしました。 

◇分配金をお受け取りになる場合の分配金は、決算日から起算して５営業日目までにお支払いを開始してい

ます。 

◇分配金のお取扱いについては、販売会社にお問い合せください。 
（注１） 分配金は、分配後の基準価額と各受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金)」(受益者毎の元本の一部払戻しに相当する部分）があります。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合

は全額が｢普通分配金」となります。分配後の基準価額を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が「元本払戻金（特別分配金)｣、

残りの部分が「普通分配金」となります。 

（注２） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に各受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の各受益者の個別元本となります。  
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